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先日、ご詠歌の集いに参加されているお檀家さんのＡさんが、「これ

からの弔い」と題された新聞記事を持ってきてくれました。 

新進気鋭（？）の僧侶と、葬送問題に詳しい研究者との対談記事だっ

たのですが、そこでは、埋葬を含む現代の葬送事情が急激な社会変化に

追い付いていない現状が指摘され、その状況（=ズレ）を緩和するため

に「かかりつけ寺」をつくろうということが提言されていました。 

 

新聞記事の出た少し前、私（住職）と 10年来の付き合いがあり、2011

年と 2015年には「終活」勉強会の講師として寳泉寺に来てくださった

勝桂子さんが著書『心が軽くなる仏教とのつきあいかた』（2017 啓文

社書房）のなかで「マイいきつけ寺院」をつくることをすすめています。

僧侶の書いた本を読み、その時は心が軽くなっても、すぐにリバウンド

してしまうのは、繰り返し「仏の教え」に触れることをしていないから

だというのがその理由です（なお、この本は、

仏教の基本的な知識から日本仏教の現状。そし

て、お寺や僧侶と深い縁を結ぶことの利点を

様々な角度から分析し提案してくれている好著

です）。 

 

現在、ＷＨＯ（世界保健機関）は「①身体的・

②精神的・③社会的に良好な状態」という従来

の健康の定義に④霊的=スピリチュアルな健康

という項目を新たに加えようとしています。死
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んだらどこへ行くのか。生きる意味とは何なのかといった正解のない問

に対し、自分なりに納得のいく答えを見出しているか否かが、現代社会

を健康的に生きるために、欠かせない要素になっているということでし

ょう。 

これらのトピックからは心身の健康を保つため「かかりつけの医者」

が必要なように、スピリチュアルな健康には「かかりつけ寺院」の存在

が役に立つ。という結論が容易に想像できます。実は、私たちも、特に

ご両親を看取る世代の方々とのコミュニケーション不足をひしひしと

感じているところで、最近では、親が亡くなり、何をどうして良いか全

くわからず、他の宗派で葬儀を行ってしまった。本来必要のない多額の

出費をしてしまった。悩みがあって相談してみたかったが怖くて近づけ

なかった。などの言葉を耳にすることが多くなりました。 

寳泉寺では「かかりつけ寺院」という発想を念頭に、今後、様々な工

夫をこらして参りたいと思いますので、皆さまも不安なことがありまし

たら遠慮なくお寺までご相談ください。（真了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回紹介するのは『わたしはあかねこ』（作・サトシン 絵・西村敏

雄 2011 文溪堂）です。白ねこ母さんと黒ねこ父さんから生まれた全

身が真っ赤なあかねこちゃん。兄妹はみな白や黒の模様なのに…。両親

も兄妹も好意から様々な策を練って、あかねこちゃんを自分たちの色に

近づけようとしますが、本人は「やさしいみんな

はだいすきだけど、わたしらしさをわかってくれ

ないのはかなしい…」そう言って家を出ます。 

果たしてあかねこちゃんは家出をした先で幸せ

をつかむことができたのでしょうか。「みんなち

がって、みんないい」で有名な金子みすゞさんの

詩を思い出させるこのお話。そういえば 3月 10

日はみすゞさんのご命日でした。 

 

この寺報を読まれましたら、お子さんやご兄弟など、 

ご縁のある方にぜひ回してください。 



  

 

 

 

 

 

私たちの煩悩を焼き払い、仏さまに祈りを届けるための修法を「護摩」といいます。寳

泉寺では毎年、お大師さまがご入定された 3月 21 日に合わせてこの修法を行ってい

ますのでお気軽にご参列ください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もお釈迦さまのお誕生日会である「花まつり」を行います。 

期間は 4月 7、8日の 2日間（10時～15時）です。期間中は本堂を開

放し、甘茶やお菓子でお接待いたします。また、本堂開放中は皆さんに

いつでも腕輪念珠を作って頂けるよう準備をしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：3 月 21 日（春分の日）  

午後 1 時開始 

会場：大師堂（境内の一番奥のお堂） 
※皆様の願文が書かれた護摩木をお焚き上げします（1 本 300 円）。 

護摩木は 17 日の土曜日から法要の開始直前までお受けしますので、

大師堂にてご記入ください。 

日時：4 月 7 日（土）、8 日（日） 

 10 時～15 時 30 分 

会場：寳泉寺本堂 

※腕輪念珠は無料でお作りいただけます。 

 



 

 

 
節をつけてお唱えするお経の聖歌「聲明（しょうみょ

う）」。真言宗の聲明は音楽的な評価が高く、これまで
ニューヨークのカーネギーホールや赤坂のサントリ
ーホールなど名だたる音楽ホールでコンサートが開
催されてきました。 
今年、埼玉県の真言宗豊山派僧侶が中心となり、3

回のコンサートが開かれることとなりましたのでご
案内いたします。なお、わたし住職は①と③に出仕い
たします！詳しくは寳泉寺までお問い合わせください。 

 

①  5 月 19 日（土） 14 時開演 狛江エコルマホール 

②  6 月 24 日（日） 15 時開演 さいたま市プラザイースト 

③  10 月 28 日（日）  15 時開演 所沢市民文化センターミューズ 

 

 
 
皆様からお預かりしました塔婆料の一部を

「あしなが育英会」へ寄付いたしました。今年

度から振込時期を変更しましたがご了承くださ

い。 

近年の奨学金は利子付きが主で、卒業のとき

にはすでに大きな借財を抱えてしまうこと、し

かもその取り立てがとても厳しいことが伝えら

れています。少しでも若い世代に還元できれば

と願うものです。 

そういう小僧も旧「日本育英会」にお世話に

なりました。当時はもちろん無利子、返済をう

っかりしても今ほどではなかった気がします。 

 

・震災の被害は広範囲に及び、とてつもなく

深い。特に原発地域には豊山派寺院も多

く、未だに全国に散らばる檀信徒の多くが

拠り所となる本堂や境内は失った状態だ。 

移転という話もあるようだが見通しは暗い。 

・冬季オリンピック、残念なところもあったが日

本選手の活躍は見事だった。スキー大好き

な小僧には普段放映のない滑降、大回転

やノルディックを十分楽しんだ。今はパラリン 

ピック、障碍を克服してスポーツに励む姿

勢は誰にも勇気や希望を感じさせる。 

・先日、退職した友人が確定申告に行った

そうだ。森友学園問題のことではひとこと言

わずにはいられないのおもいでいたら、そ

ばから嫌味たっぷりの話が聞こえてきたそ

うだ。そんな折、国税庁長官の辞任と公文

書、書き換え問題で政治が猛烈にうごいて

いる。          Mar.12.2018（琴） 

 


